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光岡 正浩

数字で見る久留米大学病院  ‐2022年度‐

Topics①

　令和５年４月より副院長を拝命しました呼吸器外科の光岡です。病院の使命は良
質の医療を患者さんに提供することであり、そのためには患者満足度と同時に職
員満足度も充実させなければなりません。
　私が担当しています医療連携センターでは職員が自由に意見を述べることがで
きる環境をめざし、スタッフ間の活発な討論や現場のヒアリングによって入院予約
システム、入退院支援、ベッドコントロールなどの業務においていくつかの改善す
べき点がみえてきました。組織のシステムを見直すことによって効率よく運営が進
むように日々模索しています。医療構造が複雑化している現代では、過去のデータ
解析とデジタル技術を導入して、患者や地域医療機関へのニーズに遅滞なく応え
てゆく必要があります。業務内容を効率化・改善することが職員満足度につながり、
それが患者満足度を向上させ、地域に良質な医療を提供することになるはずです。
次から次へと現れる新たな問題に対して、今はひたすらそれらのひとつひとつに対
応しようともがいているところです。
　その他にも手術部門ならびに外科系集中治療部、医療材料、保険診療、病床管
理部門などを担当しています。病院執行部１年生として、粉骨砕身して地域医療の
質向上に尽くしてゆく所存です。どうぞよろしくお願いいたします。

　日頃より、久留米大学病院に患者さんをご紹介いただき感謝申し上げます。
　令和５年４月より副院長を拝命しました医療安全管理部の横山晋二です。医療安
全、医療情報センター、診療情報管理、病院倫理部門などを担当しています。
　久留米大学病院は特定機能病院として先進的な医療の提供が求められますが、
先進的な医療には高いリスクを伴う場合があります。また医療の高度化・複雑化に
加えて、社会の高齢化などにより、医療現場では様々なリスクが増加しています。
患者さんにとって安心・安全な医療が基本であり、医療安全管理部では院内各診療
科・部署と連携して、患者さんが安心して安全な医療を受けられる組織作りを目指
して活動しています。
　医療情報センターでは従来の電子カルテシステム管理に加え、昨今、問題となっ
ている医療機関へのサイバー攻撃対策を行っており、診療情報管理室では診療内
容のモニタリングや診療録監査を通じて診療の質向上に取り組んでいます。病院
倫理においては社会の多様化を反映して様々な倫理的課題に直面します。病院倫
理委員会での検討の他に、各部署で行う倫理カンファレンスで解決できない案件
については、多職種で構成した倫理コンサルテーションチームによるサポートを行
い、患者さん・ご家族に寄り添った診療に繋げています。
　これからも久留米大学病院がより安全で安心な医療を提供できるように多職種
で協働して取り組んで参ります。今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。
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呼吸器病センター 特集

呼吸器内科

肺がんに対する薬物療法

木下隆 講師
呼吸器病センター 外来医長

星野友昭 教授
呼吸器病センター センター長

樫原正樹 講師
呼吸器外科グループ

藤本公則 教授
放射線科グループ

　肺がんの薬物療法は、ドライバー遺伝子に対する分子標
的薬（内服の抗がん剤）と、免疫チェックポイント阻害薬
（PD-（L）１抗体、CTLA-４抗体）が中心
となっております。これらの薬剤は進行
期のみでなく、手術前後の周術期治療
にも拡充されております。これにより、
患者さんの大きなメリットにつながる可
能性があります。

気管支喘息に対する分子標的薬

　吸入薬や経口ステロイド薬で効果不十分な重症喘息に対
して生物学的製剤が相次いで登場しており劇的な回復が期
待できます。しかし、薬剤ごとに対象患者さんも異なります。
治療前に併存症を含めた精査による見極めが重要です。し
かし、吸入薬の適切な手技の取得と吸入指導をすることでこ
れらの薬を使わずに済むこともあります。久留米三井薬剤師
会と共同で吸入ワークショップ（相談窓口：木下隆）も行って
おります。

ILD診断と筑後ILD地域医療連携

　ILDの病理診断において胸腔強下外科的肺生検が
gold standardとされています。これに代わる手技と
して注目されているのが経気管支氷結肺生検（クライ
オ生検）です。これは気管支鏡を用いて肺内にプロー
ブを挿入し、炭酸ガスを循環させることによりプローブ
先端をおよそ-45度まで低下させて氷結した肺組織を
採取する新しい検査手技です。年間60件のクライオ生検を実施しており、九州でも
有数の実施件数を誇っております。また、地域連携パス（相談窓口：財前圭晃）を推進
しており、地域の先生方と一緒になって患者さんをみていく環境作りを進めています。

HIV専門外来のご紹介

 　現在、80名程度のHIV感染症・エイズの方が通院して
おられます。コロナ禍では検査に行かれる方が少なく、新
患が減少しておりましたが、コロナ禍において唯一増加し
たのが性感染症でした。それに伴い、今後は増加してくる
ことが予想されます。当センターでは、専任の認定看護師

と臨床心理士も配属され、今まで以上に充実化を図ってお
ります。また患者さんの高齢化と慢性疾患併存が問題と
なっており、今後は大学病院だけでの対応は難しく、地域
の先生方のご協力が必須となりますので、よろしくお願い
申し上げます。

Topics②

　久留米大学病院呼吸器病センターでは呼吸器内科、 呼吸器外科（光岡正浩教授）と放射線
科（藤本公則教授）の３科により肺の病気を中心に診療しています。 呼吸器病センターでは毎
日７名以上の専門医が診察と検査をしてます。呼吸器病センターは“紹介された患者さんを
すぐに診察する体制づくり”を目指しています。検診や人間ドックで胸部レントゲン異常、肺が
んマーカーの異常や痰の検査の異常を指摘された患者さんの精密検査を積極的に行ってい
ます。呼吸器病センターでは最新の気管支鏡をそろえています。超音波気管支鏡（EBUS）は
３つ備えております。近々診察室が増える予定です。これにより、さらなるサービスの改善が
見込まれると期待しています。
　呼吸器病センターは前任の相澤久道教授のころから喘息、COPD等の閉塞性肺疾患の最
新の診断治療を行っています。呼吸器病センターは、2012年（平成24年）１月より肺癌セン
ターを設置し肺癌の最新の診断と治療を行っています。肺癌センターでは国内外の肺癌治験
を積極的に行っています。福岡県南部の肺癌治療の均てん化に役立っていると自負していま
す。肺線維症（IPF等）の治療も積極的に行っています。また、久留米大学病院は福岡県南部
の最大の「エイズ九州ブロック拠点病院」です。 呼吸器病センターではHIV、エイズの診断と
治療を積極的に行っています。最後に、急患のご紹介は遠慮なく呼吸器病センターへご連絡
下さい。（電話番号0942-31-7629）

　呼吸器病センターは、年間約1,700名の新患受け入れ、約700件の気管支鏡検査を実施す
るとともに、各種専門外来にも対応しております。各専門科による合同カンファレンスを定期
的に開催するなど、呼吸器疾患の患者さんに質の高い最先端の医療を提供する体制を整えて
おります。 対象となる疾患は、肺がん・間質性肺炎（ILD）・気管支喘息・COPD・肺炎などの気
管・気管支及び肺に起きた全ての疾患です。また、HIVや肺結核、非結核性抗酸菌症などの感
染症や睡眠時無呼吸症候群に対しても積極的に精査・加療を行っています。近年、各疾患に
おける治療の進歩は凄まじく最新の治療や話題を一部紹介いたします。
　早期診断・早期治療が重要となりますので、精査・加療が必要な際には、いつでもご紹介い
ただければ幸いです。また、治験や臨床研究も数多く行われております。ご興味がある際はい
つでもご相談ください。

呼吸器外科

　外科は手術による治療や診断を行います。疾患に対する標準治療だけではなく、合同カン
ファレンスで各症例を十分に検討し、患者さんの負担を軽減する縮小手術、術前治療も含め
た拡大手術や、救済手術など集学的治療の一環とした切除術などに対応します。現在、胸腔
鏡下手術が８割程度を占めており、ロボット支援下手術も行います。従来の肋間開胸や胸骨
正中切開も含め、幅広いアプローチの中から最適な
ものを選択します。小型肺病変を切除することが増
えていますが、当院では手術中にCone-Beam CT
を用い、患者さんが無意識のうちに病変の同定から
切除まで安全に終了します。また、気道狭窄に対す
る気道確保や瘻孔に対して気道ステントを行い症状
緩和などに役立てています。

放射線科

　放射線科は、画像診断・放射線治療において放射線科専門医が呼吸器病センターと深く関
わっています。画像診断部門では、新患および再来外来患者の胸部X線やCT・MRI・PETの
読影および画像情報提供と経気管支鏡的生検で診断に至らなかった肺病変や縦隔・胸膜腫

瘍に対するCTガイド下生検を担当しています。放射線治
療部門では、呼吸器領域の放射線治療の適応を協議、決
定しています。緩和治療から根治照射に至るまで、定位
照射や強度変調放射線治療といった高精度技術も活用
しています。合同カンファレンスには、放射線科専門医も
参加するなど、呼吸器内科、呼吸器外科と密に連携し、
胸部悪性腫瘍やびまん性肺疾患の患者さん一人ひとり
に最適な医療を提供できるよう、サポートしています。

▲経気管支氷結肺生検
　（クライオ生検）（TBLC）

▲ TBLBによるサイズより大きい組織が
　 採取可能となっている
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オ生検）です。これは気管支鏡を用いて肺内にプロー
ブを挿入し、炭酸ガスを循環させることによりプローブ
先端をおよそ-45度まで低下させて氷結した肺組織を
採取する新しい検査手技です。年間60件のクライオ生検を実施しており、九州でも
有数の実施件数を誇っております。また、地域連携パス（相談窓口：財前圭晃）を推進
しており、地域の先生方と一緒になって患者さんをみていく環境作りを進めています。

HIV専門外来のご紹介

 　現在、80名程度のHIV感染症・エイズの方が通院して
おられます。コロナ禍では検査に行かれる方が少なく、新
患が減少しておりましたが、コロナ禍において唯一増加し
たのが性感染症でした。それに伴い、今後は増加してくる
ことが予想されます。当センターでは、専任の認定看護師

と臨床心理士も配属され、今まで以上に充実化を図ってお
ります。また患者さんの高齢化と慢性疾患併存が問題と
なっており、今後は大学病院だけでの対応は難しく、地域
の先生方のご協力が必須となりますので、よろしくお願い
申し上げます。

Topics②

　久留米大学病院呼吸器病センターでは呼吸器内科、 呼吸器外科（光岡正浩教授）と放射線
科（藤本公則教授）の３科により肺の病気を中心に診療しています。 呼吸器病センターでは毎
日７名以上の専門医が診察と検査をしてます。呼吸器病センターは“紹介された患者さんを
すぐに診察する体制づくり”を目指しています。検診や人間ドックで胸部レントゲン異常、肺が
んマーカーの異常や痰の検査の異常を指摘された患者さんの精密検査を積極的に行ってい
ます。呼吸器病センターでは最新の気管支鏡をそろえています。超音波気管支鏡（EBUS）は
３つ備えております。近々診察室が増える予定です。これにより、さらなるサービスの改善が
見込まれると期待しています。
　呼吸器病センターは前任の相澤久道教授のころから喘息、COPD等の閉塞性肺疾患の最
新の診断治療を行っています。呼吸器病センターは、2012年（平成24年）１月より肺癌セン
ターを設置し肺癌の最新の診断と治療を行っています。肺癌センターでは国内外の肺癌治験
を積極的に行っています。福岡県南部の肺癌治療の均てん化に役立っていると自負していま
す。肺線維症（IPF等）の治療も積極的に行っています。また、久留米大学病院は福岡県南部
の最大の「エイズ九州ブロック拠点病院」です。 呼吸器病センターではHIV、エイズの診断と
治療を積極的に行っています。最後に、急患のご紹介は遠慮なく呼吸器病センターへご連絡
下さい。（電話番号0942-31-7629）

　呼吸器病センターは、年間約1,700名の新患受け入れ、約700件の気管支鏡検査を実施す
るとともに、各種専門外来にも対応しております。各専門科による合同カンファレンスを定期
的に開催するなど、呼吸器疾患の患者さんに質の高い最先端の医療を提供する体制を整えて
おります。 対象となる疾患は、肺がん・間質性肺炎（ILD）・気管支喘息・COPD・肺炎などの気
管・気管支及び肺に起きた全ての疾患です。また、HIVや肺結核、非結核性抗酸菌症などの感
染症や睡眠時無呼吸症候群に対しても積極的に精査・加療を行っています。近年、各疾患に
おける治療の進歩は凄まじく最新の治療や話題を一部紹介いたします。
　早期診断・早期治療が重要となりますので、精査・加療が必要な際には、いつでもご紹介い
ただければ幸いです。また、治験や臨床研究も数多く行われております。ご興味がある際はい
つでもご相談ください。

呼吸器外科

　外科は手術による治療や診断を行います。疾患に対する標準治療だけではなく、合同カン
ファレンスで各症例を十分に検討し、患者さんの負担を軽減する縮小手術、術前治療も含め
た拡大手術や、救済手術など集学的治療の一環とした切除術などに対応します。現在、胸腔
鏡下手術が８割程度を占めており、ロボット支援下手術も行います。従来の肋間開胸や胸骨
正中切開も含め、幅広いアプローチの中から最適な
ものを選択します。小型肺病変を切除することが増
えていますが、当院では手術中にCone-Beam CT
を用い、患者さんが無意識のうちに病変の同定から
切除まで安全に終了します。また、気道狭窄に対す
る気道確保や瘻孔に対して気道ステントを行い症状
緩和などに役立てています。

放射線科

　放射線科は、画像診断・放射線治療において放射線科専門医が呼吸器病センターと深く関
わっています。画像診断部門では、新患および再来外来患者の胸部X線やCT・MRI・PETの
読影および画像情報提供と経気管支鏡的生検で診断に至らなかった肺病変や縦隔・胸膜腫

瘍に対するCTガイド下生検を担当しています。放射線治
療部門では、呼吸器領域の放射線治療の適応を協議、決
定しています。緩和治療から根治照射に至るまで、定位
照射や強度変調放射線治療といった高精度技術も活用
しています。合同カンファレンスには、放射線科専門医も
参加するなど、呼吸器内科、呼吸器外科と密に連携し、
胸部悪性腫瘍やびまん性肺疾患の患者さん一人ひとり
に最適な医療を提供できるよう、サポートしています。

▲経気管支氷結肺生検
　（クライオ生検）（TBLC）

▲ TBLBによるサイズより大きい組織が
　 採取可能となっている
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小児科  ● 外来 TEL：31-7614／FAX：35-4732　　病棟 TEL：31-7662
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

内分泌

古賀木綿子 西岡　淳子 西岡　淳子 西岡　淳子 西岡　淳子 西岡　淳子 西岡　淳子 喜多村美幸 喜多村美幸
海野　聡子 海野　聡子 海野　聡子 海野　聡子 海野　聡子 海野　聡子
古賀木綿子 古賀木綿子 齊木　玲央

(第1・3・5週のみ)
齊木　玲央
(第1・3・5週のみ)

牛嶋規久美
(第4週のみ)

木村　拓郎 木村　拓郎 木村　拓郎 木村　拓郎
日野　　綾 日野　　綾
中村　　舞 中村　　舞

神経発達

山下裕史朗 山下裕史朗 弓削康太郎 山下裕史朗 山下裕史朗 神経担当医 神経担当医
原　　宗嗣 原　　宗嗣 小池　敬義 原　　宗嗣 原　　宗嗣
小池　敬義 小池　敬義 小池　敬義 小池　敬義
弓削康太郎 弓削康太郎 弓削康太郎 弓削康太郎
山下　大輔 山下　大輔 山下　大輔 山下　大輔

後藤　康平 後藤　康平

腎・泌尿器

田中　征治 田中　征治 北城恵史郎 荒木潤一郎
(第1・3・5週のみ)

荒木潤一郎
(第1・3・5週のみ)

田中　征治

倉田　悟子 倉田　悟子 日吉　祐介 日吉　祐介 北城恵史郎
日吉　祐介 日吉　祐介 倉田　悟子 倉田　悟子

北城恵史郎 財津亜友子
(第2・4週のみ)

財津亜友子
(第2・4週のみ)

循環器

須田　憲治 須田　憲治
寺町　陽三 寺町　陽三
高瀬　隆太 高瀬　隆太
前田　靖人 前田　靖人
清松　光貴 清松　光貴

アレルギー 岡松　由記 岡松　由記

血液腫瘍

稲田　浩子
（第2，4週）

稲田　浩子
（第2，4週）

大園　秀一 大園　秀一

中川慎一郎 中川慎一郎
満尾　美穂 満尾　美穂
大石　早織 上田耕一郎
松尾　陽子

新生児

原　　直子 七種　　護 七種　　護 木下　正啓 木下　正啓
中村　美彩 中村　美彩 進藤　亮太 進藤　亮太
原　　直子 原　　直子 原　　直子 原　　直子

嶽間澤昌史 嶽間澤昌史

代謝遺伝
渡邊　順子 渡邊　順子 渡邊　順子

福井　香織 福井　香織
高瀬　隆太 高瀬　隆太

感染症 後藤　憲志 屋宮　清仁
屋宮　清仁 三宅　　淳

消化器
肝臓

水落　建輝 水落　建輝
加藤　　健 安田　亮輔

(第1・3・5週のみ)
津村　直弥 加藤　　健

津村　直弥

免疫・膠原病 西小森隆太 西小森隆太 西小森隆太
(第1・3・5週のみ)

予防接種 後藤　憲志
屋宮　清仁

総合診療 中川慎一郎 屋宮　清仁 小池　敬義 原　　宗嗣 小池　敬義 嶽間澤昌史 寺町　陽三 西岡　淳子 石井　隆大 古賀木綿子
心身症 石井　隆大 石井　隆大 石井　隆大 石井　隆大 神経担当医 神経担当医

小児外科  ● 外来 TEL：31-7614／FAX：35-4732　　病棟 TEL：31-7663
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

全般　胆道閉鎖症
消化器

橋詰　直樹 　 　 　 深堀　　優
（第3金曜のみ
完全予約制）

　

　 　 　 　 　
全般　消化器
呼吸器　腫瘍

東舘　成希 倉八　朋宏 加治　　建 橋詰　直樹 　　 升井　大介
古賀　義法 古賀　義法 東舘　成希 倉八　朋宏

全般　肝胆道
消化器　腫瘍

靏久士保利

外来担当医一覧表 令和5年10月1日現在

紹介予約センター  TEL：0942-27-5673／FAX：0942-31-7897こちらからwebで詳細を確認できます
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歯科口腔医療センター ● 外来 TEL：31-7623／FAX：31-7950　　病棟 TEL：31-7677

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
歯科・口腔
外科疾患初診
＜専門外来＞
歯科・口腔外科・
口腔内科疾患初診

楠川　仁悟 喜久田翔伍 楠川　仁悟 中村　守厳 中村　守厳
日野　聖慧 日野　聖慧

＜外来小手術＞ 外来担当医 外来担当医 外来担当医 外来担当医 外来担当医
名取　　徹 古賀　　真

＜専門外来＞
睡眠時無呼吸症候群

外来担当医

＜専門外来＞
顎関節症

中村　芳明
(第1週のみ)

＜専門外来＞
歯科矯正　顎変形症

浦野　和雄
(第1・3週のみ)

浦野　和雄
(第2・4週のみ)

＜専門外来＞
口腔心身症外来

高向　和宜
(第3週のみ)

形成外科・顎顔面外科 ● 外来 TEL：31-7616／FAX：31-7901　　病棟 TEL：33-7756

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

一般/再建/頭の形 守永　圭吾
一般/頭頸部再建 大石　　王
一般/頭頸部再建/リ
ンパ浮腫/胸郭変形

右田　　尚

一般/乳房再建
一般

担当医
田中啓二郎 担当医 担当医 担当医

母斑・レーザー専門 王丸　陽光 王丸　陽光
血管腫専門 田中　法瑞
一般

口唇口蓋裂、小耳症/
頭蓋顎顔面外科/
頭蓋底、頭頸部再建/
美容外科

（完全予約制）

清川　兼輔 力丸　英明

皮膚科 ● 外来 TEL：31-7618／FAX：31-7900　　病棟 TEL：33-7677
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

皮膚疾患全般

名嘉眞武國 石井　文人 橋川　恵子 名嘉眞武國
（第2・4週）

石井　文人

古賀　浩嗣 加来　　洋 加来　　洋 古賀　浩嗣
(第1・3・5週)

古賀　浩嗣

夏秋　洋平 田尻真貴子 嘉多山絵理 大園　綾花 橋川　恵子
名嘉眞健太 土居　礼一 山本紗由美 田尻真貴子 夏秋　洋平
山本紗由美 堤　　真宏

悪性腫瘍
名嘉眞武國 武藤　一考

(リンパ腫外来)
名嘉眞健太

名嘉眞健太
掌蹠膿疱症 名嘉眞武國
水疱症・

遺伝性角化症
石井　文人 石井　文人

水疱症・
アトピー性皮膚炎

古賀　浩嗣 古賀　浩嗣

アトピー性皮膚炎・
アレルギー性
接触皮膚炎

田尻真貴子 田尻真貴子

レーザー外来 川村みゆき
脱毛症 夏秋　洋平 荒川　正崇

乾癬脱毛 大山　文悟
（再診のみ）

遺伝性皮膚疾患 濱田　尚宏
(第3週)

乾癬 嘉多山絵理
予約検査

予約手術急患対応
担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

乳腺外科・一般外科総合外来 ● 外来 TEL：31-7612／FAX：31-7612　　病棟 TEL：31-7758
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

乳腺・一般外科 唐　　宇飛 髙尾　優子 片桐侑里子
髙尾　優子 片桐侑里子 唐　　宇飛

予約検査  予約手術 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師
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眼科 ● 外来 TEL：31-7621／FAX：34-9778　　病棟 TEL：31-7676
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

初診
吉田　茂生 佐々木研輔

(第1・3・5週)
門田　　遊 吉田　茂生 春田　雅俊

実吉　安信
（第2・4週）

佐々木研輔

［専門外来］
外眼部疾患

坂井貴三彦 坂井貴三彦
岡　　龍彦

［専門外来］
前眼部疾患

門田　　遊
佐々木研輔 佐々木研輔
阿久根穂高 阿久根穂高

［専門外来］
黄斑部疾患

春田　雅俊 春田　雅俊
嵩　翔太郎 嵩　翔太郎 嵩　翔太郎 嵩　翔太郎
小嶋　修生 小嶋　修生 小嶋　修生 小嶋　修生
松尾　　優 松尾　　優 松尾　　優 松尾　　優

［専門外来］
網膜硝子体

吉田　茂生

［専門外来］
ぶどう膜炎

小嶋　修生
前田　訓志

[ 専門外来 ]
糖尿病網膜症

岡　　龍彦 嵩　翔太郎

［専門外来］
緑内障

實吉　安信 實吉　安信
佐々木研輔 佐々木研輔
坂井貴三彦 坂井貴三彦
岡　　龍彦

［専門外来］
神経眼科

岡　　龍彦

［専門外来］
斜視・弱視

阿久根穂高 阿久根穂高

［専門外来］
ロービジョン

小嶋　修生
（第2・4週のみ）

泌尿器科 ● 外来 TEL：31-7619／FAX：31-7187　　病棟 TEL：31-7675
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
初診・再診 井川　　掌 名切　　信 松尾　光哲 井川　　掌 松尾　光哲

再診 上村慶一郎 上村慶一郎 植田　浩介 西原　聖顕 名切　　信
築井　克聡 末金　宏基 大西　　聡 渡辺　晃太 渡辺　晃太

男性更年期外来 渡辺　晃太
上村慶一郎

ESWL外来
渡辺　晃太 坂井　友弥 渡辺　晃太 渡辺　晃太 渡辺　晃太
大西　　聡 大西　　聡 大西　　聡 大西　　聡
坂井　友弥 坂井　友弥 坂井　友弥

産科 ● 外来 TEL：31-7710／FAX：27-7338　　病棟 TEL：31-7670
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

初診・再診 横峯　正人 堀之内崇士 吉里　俊幸 武藤　　愛 堀之内崇士
大草　貴史 横峯　正人 岡村　　優

エコー外来
黒川　裕介 堀之内崇士 黒川　裕介 吉里　俊幸
吉里　俊幸 武藤　　愛 横峯　正人 武藤　　愛
大草　貴史 岡村　　優

胎児心エコー 寺町　陽三 前野　泰樹
廣瀬　彰子
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婦人科 ● 外来 TEL：31-7620／FAX：27-7338　　病棟 TEL：31-7671
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

初診
勝田　隆博
(1,3) 

津田　尚武 西尾　　真

田崎　和人
(2,4)

再診

西尾　　真 田崎　慎吾 津田　尚武
浦郷　康平 勝田　隆博 田崎　和人
葉　　高杉 山田　空明 和田　紘子
山川　理子 山川　理子

女性ヘルスケア

和田　紘子
木下　　雅
本多加珠美
湯野　絵里

不妊外来
三田尾　拡 三田尾　拡 三田尾　拡 藤田　智之 三田尾　拡
権藤佳奈子 権藤佳奈子 権藤佳奈子 藤崎　可菜 権藤佳奈子
藤田　智之 湯野　絵里 藤田　智之 藤崎　可菜

化学療法 西尾　　真 西尾　　真
CIN 担当医

子宮腫瘍 担当医
卵巣腫瘍 担当医

脳神経外科 ● 外来 TEL：31-7617／FAX：27-8241　　病棟 TEL：31-7673

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

脳神経外科一般
森岡　基浩 野口　　慶 森岡　基浩 音琴　哲也 吉武　秀典 古賀　誉久
折戸　公彦 古賀　誉久 橋本　　彩 牧園　剛大
古田啓一郎

脳血管障害
（脳卒中）

廣畑　　優 廣畑　　優 廣畑　　優 折戸　公彦 折戸　公彦
折戸　公彦

脊椎・脊髄疾患 服部　剛典 服部　剛典 服部　剛典
牧園　剛大

脳腫瘍 坂田　清彦 中村　英夫 中村　英夫 音琴　哲也 音琴　哲也
坂田　清彦 坂田　清彦 坂田　清彦

頭部外傷（高次脳） 菊池　　仁

てんかん 浜崎　　禎
※第3週のみ

音琴　哲也 音琴　哲也

小児疾患 下川　尚子 下川　尚子 音琴　哲也 下川　尚子 下川　尚子

麻酔科 ● 外来 TEL：31-7624／FAX：31-7872
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
術前紹介・
周術期管理

担当医師 担当医師 担当医師 担当医師 担当医師

痛み診療 担当医（午前） 担当医（午前）

内分泌代謝内科・糖尿病センター ● 外来 TEL：31-7611／FAX：31-7932　　病棟 TEL：31-7668
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

新患 合原　水月 合原　水月 森高かの子 森高かの子 蓮澤　奈央 蓮澤　奈央 永山　綾子 永山　綾子 井口　志洋 井口　志洋
出宮　睦之 出宮　睦之 椛島　正治 椛島　正治 合原　水月 合原　水月 本村　誠一 本村　誠一 大滝聡一朗 大滝聡一朗

再来
蓮澤　奈央 蓮澤　奈央 野村　政壽 野村　政壽 井口　志洋 井口　志洋 蘆田　健二 蘆田　健二 本村　誠一 本村　誠一
力武純二郞 力武純二郞 永山　綾子 永山　綾子 出宮　睦之 出宮　睦之 椛島　正治 椛島　正治 森高かの子 森高かの子
担当医 担当医 合原　水月 合原　水月 大塚　由絵 大塚　由絵 大滝聡一朗 大滝聡一朗 足達　彩香 足達　彩香

甲状腺細胞診 担当医師

精神神経科 ● 外来 TEL：31-7613／FAX：31-7912　　病棟 TEL：31-7678
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
一般 小曽根基裕 小曽根基裕 小路　純央 小路　純央 小曽根基裕 中村　倫之 中村　倫之 中村　倫之 中村　倫之
睡眠障害 小曽根基裕 小曽根基裕 土生川光成 小曽根基裕 比江嶋啓至 比江嶋啓至 比江嶋啓至
てんかん 本岡　大道 安元　眞吾 本岡　大道 本岡　大道 安元　眞吾 本岡　大道 安元　眞吾
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循環器病センター ● 外来 TEL：31-7628／FAX：31-7706　　病棟 TEL：31-7667（内科）、31-7660（外科）
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

循環器一般

福本　義弘 榎本　美佳 森川　　渚 深水　亜子 福本　義弘 戸次　宗久 榎本　美佳 大野　聡子 眞島　涼平 深水　亜子
吉田　典子 野原　　夢 足達　　寿 本多　亮博
仲吉　孝晴 古野　晶子 佐々木雅浩
大野　聡子
石松　　高

冠動脈疾患 光武　良亮 光武　良亮 横山　晋二
冠動脈・

血管新生療法
佐々木健一郎 佐々木健一郎

末梢動脈疾患 吉賀　　巧
弁膜症・
冠動脈疾患

仲吉　孝晴 板家　直樹 板家　直樹

不整脈
堀　　賢介 大江　征嗣 大江　征嗣
服部　悠一 伊藤　章吾

北村　知聡
循環器一般・
ファブリー病

安川　秀雄

重症心不全・
VAD外来・心筋症

岡部　浩太 高橋　甚彌

心アミロイドーシス・
心サルコイドーシス

田原　宣広 田原　宣広

肺高血圧症 古賀　裕樹
大型血管炎 田原　宣広

院内紹介（外来）担当医 担当医 担当医 担当医 担当医
院内紹介

（外来・入院）
担当医 担当医 担当医 担当医 担当医

生活習慣病・高血圧 松岡　秀洋 松岡　秀洋
腫瘍循環器 芝尾　昴大 柴田　龍宏 野原正一郎

心臓リハビリテーション 吉川　尚宏

心臓外科
田山　栄基 庄嶋　賢弘
高木　数実
有永　康一

心臓外科
経カテーテル大動脈
弁埋め込み術（TAVI）

髙瀬谷　徹

血管外科 大塚　裕之 今井　伸一
中村　英司 金本　　亮

心臓血管外科 朔　　浩介
成人先天性疾患 須田　憲治
振動病 石竹　達也

内科総合外来 ● 外来 TEL：31-7611／FAX：31-7932
病棟 TEL：31-7757（血液・腫瘍）、31-7665（神経・膠原病）、31-7894（集学治療）

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

脳神経内科 入江　研一 谷脇　考恭 谷脇　考恭 谷脇　考恭 入江　研一 谷脇　考恭
立石　貴久 立石　貴久 森　慎一郎 立石　貴久 森　慎一郎

腎臓内科初診 担当医 深水　　圭 担当医 担当医 担当医
担当医

腎臓内科再診 深水　　圭 深水　　圭 深水　　圭 田口　顕正 田口　顕正 柴田　　了 柴田　　了 甲斐田裕介 甲斐田裕介
浦江　憲吾 浦江　憲吾 那須　　誠 森山　智文 森山　智文 伊藤佐久耶 伊藤佐久耶 松本有里子 松本有里子

血液・腫瘍内科初診 中村　剛之 山口　真紀 大屋　周期 山崎　嘉孝 山口　真紀
血液・腫瘍内科

再診
長藤　宏司 岡村　　孝 山口　真紀 長藤　宏司 毛利　文彦 長藤　宏司
中村　剛之 山口　真紀

リウマチ・
膠原病内科

井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 井田　弘明 海江田信二郎 海江田信二郎 海江田信二郎 海江田信二郎
海江田信二郎 海江田信二郎 松田光太郎 松田光太郎 矢野　真弓 矢野　真弓 松田光太郎 松田光太郎 杉　　鈴菜 杉　　鈴菜
古賀　琢眞 古賀　琢眞 日髙由紀子 日髙由紀子 江渕真樹子 江渕真樹子 岩永恵梨那 岩永恵梨那 蓮尾　友里 蓮尾　友里

遺伝外来

沼田　早苗 西小森隆太 吉里　俊幸 沼田　早苗 沼田　早苗 藤田　智之 沼田　早苗 沼田　早苗
渡邊　順子 沼田　早苗 沼田　早苗
高瀬　隆太
福井　香織

睡眠医療外来

川山　智隆 松岡　昌信
比江嶋啓至 比江嶋啓至
森　　裕之 森　　裕之
和佐野研二郎 和佐野研二郎

もの忘れ外来

森田喜一郎
小路　純央
山下　裕之
児玉　英也
吉本　幸治

がん集学治療
外来初診

長主　祥子 田中　俊光 三輪　啓介

がん集学治療
外来再診

三輪　啓介 長主　祥子 田中　俊光 三輪　啓介 三輪　啓介 三輪　啓介 長主　祥子
長主　祥子 田中　俊光

海外旅行・ワクチン
感染制御科

渡邊　　浩 渡邊　　浩 坂本　　透 三宅　　淳 渡邊　　浩 渡邊　　浩 渡邊　　浩 後藤　憲志
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消化器病センター ● 外来 TEL：31-7627／FAX：31-7712　　病棟 TEL：31-7666（内科）、31-7758（外科）
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

肝疾患（内科）/
肝炎・肝疾患全般

中村　　徹 中村　　徹 川口　　巧 川口　　巧 古賀　浩徳 古賀　浩徳 古賀　浩徳 有永　照子 井出　達也 天野　恵介
佐野　有哉 佐野　有哉 天野　恵介 天野　恵介 増田　篤高 増田　篤高 有永　照子 有永　照子

中村　　徹
上部消化管（内科）/
食道・胃内視鏡診断

及び治療

井上　博人 井上　博人 久永　　宏 久永　　宏 中根　智幸 中根　智幸 向笠　道太 向笠　道太 福永　秀平 福永　秀平

食道（外科）/食道癌 森　　直樹 森　　直樹 最所　公平 最所　公平
食道疾患（外科）/

食道癌
最所　公平 最所　公平

胃疾患（外科）/
胃癌

石橋　生哉 石橋　生哉 磯邉　太郎 磯邉　太郎
田中　侑哉 田中　侑哉

胆道・膵臓疾患
（内科）/
胆・膵腫瘍・
胆道結石

寺部　寛哉 岡部　義信 岡部　義信 平井　真吾
（第1・3週）

平井　真吾 島松　　裕
（第2・4週）
寺部　寛哉
（第5週）

肝臓・胆道・膵臓
疾患（外科）/
肝胆・膵腫瘍・
胆道結石

緑川　隆太 緑川　隆太 久下　　亨 久下　　亨 赤司　昌謙 赤司　昌謙 福冨　章悟 福冨　章悟
後藤　祐一 後藤　祐一

肝臓・胆道・
膵臓疾患（外科）/
肝胆・膵腫瘍・
胆道結石（再来）

赤司　昌謙 赤司　昌謙

下部消化管（内科）
/大腸内視鏡診断
及び治療

大内　彬弘 大内　彬弘 吉岡慎一郎 吉岡慎一郎 竹田津英稔 竹田津英稔 永田　　務 永田　　務 桑木光太郎 桑木光太郎

下部消化管（外科）
/大腸癌・

炎症性腸疾患

合志　健一 合志　健一 藤田　文彦 藤田　文彦 吉田　武史 吉田　武史
吉田　直裕 吉田　直裕

肝移植（内科）

脂肪肝外来
（内科）

川口　　巧 川口　　巧 川口　　巧
(第2・4のみ)

中野　　暖 中野　　暖

炎症性腸疾患センター ● 外来 TEL：31-7627／FAX：31-7712

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
内科 竹田津英稔 竹田津英稔 吉岡慎一郎 吉岡慎一郎 竹田津英稔 竹田津英稔 桑木光太郎 桑木光太郎
外科

肝がんセンター ● 外来 TEL：31-7930／FAX：31-7712

月 火 水 木 金
専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

内科 中野　聖士 中野　聖士 黒松　亮子 黒松　亮子 新関　　敬 新関　　敬 野田　　悠 岩本　英希 新関　　敬 下瀬　茂男
城野　智毅 野田　　悠 下瀬　茂男

外科 久下　　亨 久下　　亨 酒井　久宗 酒井　久宗

呼吸器病センター ● 外来 TEL：31-7629／FAX：31-7711　　病棟 TEL：31-7665（内科）、31-7660（外科）
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

呼吸器内科

川山　智隆 星野　友昭 星野　友昭 星野　友昭 東　　公一 星野　友昭 星野　友昭 星野　友昭 川山　智隆 川山　智隆
時任　高章 川山　智隆 富永　正樹 富永　正樹 木下　　隆 東　　公一 東　　公一 東　　公一 富永　正樹 富永　正樹
石井　秀宣 時任　高章 東　   公一 東　　公一 石井　秀宣 木下　　隆 松岡　昌信 松岡　昌信 木下　　隆 木下　　隆
佐々木　潤 石井　秀宣 松岡　昌信 松岡　昌信 財前　圭晃 石井　秀宣 石井　秀宣 石井　秀宣 時任　高章 時任　高章
財前　圭晃 佐々木　潤 時任　高章 時任　高章 矢野　　稜 財前　圭晃 小田　華子 小田　華子 島松　文恵

財前　圭晃 小田　華子 真玉　豪士 真玉　豪士 山田　啓義
放射線科 藤本　公則 藤本　公則 藤本　公則

呼吸器外科 村上　大悟 寺﨑　泰宏 樫原　正樹 光岡　正浩 内田　祐良
樫原　正樹 原田世衣子 寺﨑　泰宏

睡眠時無呼吸
症候群外来

星野　友昭 星野　友昭
川山　智隆 川山　智隆

木下　　隆

肺がんセンター 石井　秀宣 藤本　公則 東　　公一 光岡　正浩 時任　高章
東　　公一 東　　公一
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久留米大学病院  地域医療連携広報誌

 人と地球にやさしい、
生命（いのち）を慈しむ医療

2023 秋号

News LetterNews Letter

【編集・発行】 久留米大学病院　医療連携センター　2023年10月発行
【電話】 0942-31-7637　【E-mail】 renkei@kurume-u.ac.jp

今年度は、R5.11.23（木）、R5.12.29（金）、R6.2.12（月）、R6.3.20（水）を、開院いたします。
広報誌「News Letter」は、各医療機関に1冊ずつ配付しております。追加が必要な医療機関はお申し出ください。

予約専用フリーダイヤル
FAX: 0800-200-9489

紹介予約センター直通
FAX: 0942-31-7897

FAX受付後、順番に患者さんへご連絡いたします。

久留米大学病院ホームページ
紹介予約センターをご覧ください。
（https://www.hosp.kurume-u.ac.jp/introduction/
section/cooprat/referral_reservation_center/）

患者さんご紹介の際は
『紹介予約センター』をご利用ください

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 ● 外来 TEL：31-7622／FAX：31-7531　　病棟 TEL：31-7674
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

一般 菅野　景子 菅野　景子 菅野　景子 再来医 菅野　景子 菅野　景子 再来医 再来医 再来医 再来医
再来医 川口壽比古 平木　　陽 菅野　景子

一般・腫瘍 千年　俊一 佐藤　文彦 小野　剛治 小野　剛治
喉頭（音声・嚥下）・

腫瘍
千年　俊一 梅野　博仁 栗田　　卓 佐藤　文彦 梅野　博仁

栗田　　卓
耳・鼻・副鼻腔 三橋　亮太
めまい 坂田　美子

睡眠・いびき 川口壽比古

耳・小児難聴 田中久一郎 田中久一郎
三橋　亮太 三橋　亮太

耳・一般 黒岩　大海

整形外科 ● 外来 TEL：31-7615／FAX：31-7877　　病棟 TEL：31-7672
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

一般
森戸　伸治 髙田　寛史 松浦　充洋 松尾　篤志
松尾　篤志 大作　明広 髙田　寛史 大作　明広
二見　俊人

脊椎 佐藤　公昭 佐藤　公昭 山田　　圭 佐藤　公昭
横須賀公章 横須賀公章 横須賀公章

外傷・手外科 吉田　史郎 吉田　史郎 松浦　充洋

腫瘍 平岡　弘二 平岡　弘二 濵田　哲矢
濵田　哲矢 濵田　哲矢

側弯症 森戸　伸治
小児整形 中村　英智
リハビリ 松瀬　博夫

緩和ケアセンター ● 外来 TEL：31-7661／FAX：31-7661
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

緩和ケア外来 中川　景子
下津浦康隆

放射線科 ● 外来 TEL：31-7627／FAX：31-7712　　病棟 TEL：31-7894
月 火 水 木 金

専門分野 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後
放射線治療 宮田　裕作 村木宏一郎 服部　睦行 淡河恵津世 淡河恵津世 明田　亮輔

画像診断ＩＶＲ 田中　法瑞 田中　法瑞
小金丸雅道

消化器画像診断 東南　辰幸 角　　明子
ＩＶＲ（画像下治療） 小金丸雅道 小金丸雅道


